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　『音楽についての対話 (Dialogus de musica)』は、紀元千年頃にイタリア北部、ミラノのアンブ
ロシウス聖歌の伝統と何らかのつながりのある地域で執筆された著者不明の音楽書である 1。初学
者を念頭に基礎的な事柄が平明な対話体で説明されているが、聖歌唱習得のためのモノコードの






Martin Gerbert (1720-1793) が 1784 年に出版したエディションで通常読まれている。Gerbert 版
はけれどもドイツ系写本を底本としており、曲例をはじめドイツ語圏での書き換えや加筆が多数
みられる 4。1970 年代に Karl-Werner Gümpel (1930-2015) が新たなエディションを予告していた
*  本稿は2017 ～2019 年度科学研究費補助金による基盤研究(C)「『音楽についての対話』(1000 頃) の校訂と分
析」（研究課題番号17K02278）の成果の一部である。
1    Cf. M. Huglo, "L’Auteur du "Dialogue sur la musique" attribué à Odon", Revue de Musicologie, 55 (1969), 
p. 119-171.
2  　Cf. H. Oesch, Guido von Arezzo. Biographisches und Theoretisches unter besonderer Berücksichtung der 
sogenannten odonischen Traktate, Berne, 1954, 71-100 ; L. A. Gushee, "Questions of Genre in Medieval 
Treatises on Music", in: Gattungen der Musik in Einzeldarstellungen. Gedenkschrift Leo Schrade, ed. W. Arlt,
E. Lichtenhahn, H. Oesch, Bern, 1973, p. 365-433, part. p. 404-407 ; M. Markovitz, Das Tonsystem der 
abendländischen Musik im frühen Muttelalter, Bern, 1977, p. 35-36, 45-46, Abb. 16 ; D. Hiley, Western Plainchant. 
A Handbook, Oxford, 1993, p. 463-466 ; C. Meyer, "Die Tonartenlehre im Mittelalter", in: Die Lehre vom 
einstimmigen litugischen Gesang, dir. Th. Ertelt, F. Zaminer, Darmstadt, 2000, p. 167-215, part. 155-171 
(Geschichte der Musiktheorie, 4) ; J. Herlinger, "Medieval canonics", in: The Cambridge History of Western Music 
Theory, ed. Thomas Christensen, Cambridge, 2002, p. 168-192, part. p. 173-174 ; K.-W. Gümpel, "Pseudo-
Odo", in: Die Musik in Geschichte und Gegenwart, Personenteil, vol. 13, Kassel, 2005, col. 1011-1015 ; C. M. 
Atkinson, The Critical Nexus. Tone-System, Mode, and Notation in Early Medieval Music, Oxford, 2009, p. 211-221.
3　Cf M. Bernhard, "Das musikalische Fachschrifttum im lateinischen Mittelalter. Eine Charakteristik", in: 
Rezeption des antiken Fachs im Mittelalter, dir. F. Zaminer, Darmstadt, 1990, p. 37-103, part. p. 72.
4　M. Gerbert (ed.), Scriptores ecclesiastici de musica sacra potissimum ex vatiis Italiae, Galliae et Germaniae 
codicibus manuscriptis collecti et nunc primum publica luce donati, vol. 1, St. Blasien, 1784 / repr. Hildesheim, 
1990, p. 252-264 [= PL 133, col. 758-774].




が、生前に実現されることはなかった。1996 年には Christian Meyer が巻頭のモノコードの分
割、ゲルベルト版の最初の２章について 18 写本を校合したエディションを発表したが、そこで
底本とされたのはゲルベルト版と同じドイツ系の写本であった 5。2007 年には Lucia Ludovica de 





























5    C. Meyer (ed.), Mensura monochordi. La division du monocorde (IXe-XVe siècles), Paris, 1996, p. 93-97.







　訳出に際しては上述の Ludovica de Nardo のイタリア語訳、James McKinnon による英語部分
訳のほかに、新エディションの対訳として予定されている Christian Meyer のフランス語訳も参
照した 8。本訳では便宜上、Gerbert による章立てを流用する。また角型 b は、下線付きの .h. で
表記する。なお意味が通じる範囲で、語順も含めて原文の逐語訳を心がけた。

















そして線と弦の間にある駒 ( 琴柱 modulus) がそれらの文字の間を行き来し弦を短くした
り長くしたりすることで、歌全体を見事につくり上げるのです。子供たちのためにアンティ
7   Gerbert, p. 264b.
8    J. McKinnon (trans.), "Pseudo-Odo of Cluny", in: Sources Reading in Music History, ed. O. Strunk, rev. L. 
Treitler, New York, 1998, p. 198-210.
9    Cf. Scolica enchiriadis (Schmitt, p. 60, l. 1) ; M. Bernhard (ed.), Lexicon musicum latinum medii aevi, fasc. 3, 

















教師：数による計測 (mensura numeri) です。正確に計測されたものに間違いは生じません。
生徒：おそらく簡単かつ簡潔に、その計測について学べるのですよね。
教師：まさに今日、神様のご加護で。ただしよく注意して耳を傾けなさい。モノコードの最初の
端にある上述の点に、.Γ. の文字、つまりギリシア語の .G. を置きなさい 10。これは使われ
ることがあまりないため、多くの人はとりあげていません。この .Γ. から一番最後に置い





分割し、３番目の楽音として .C. の文字を書きなさい。最初の .A. から同じように４で分
け、４番目の楽音として .D. の文字を置きなさい。同じやり方で２番目の .B. から４で分
割すれば、５番目の .E. の文字を見いだすでしょう。３番目、４分割（角型 quadrata）の .C. 
は 6 番目の文字 .F. の姿を想起させます 11。
　その後 .Γ. に戻り、そこから、そしてまた後に続く他の文字から、先ほど述べた線を二
つの部分に、つまり真ん中で、楽音の数が 14 もしくは 15 になるまで順番に分割しなさ
い。.Γ. から楽音を真ん中で分割し、異なるけれども同じ文字を記さなければなりません。
10　Cf. Guido d'Arezzo, Micrologus, III (Smits van Waesberghe, p. 99-100, 15-23 ; Markovitz, Abb. 16).
11　«quadrata» は、大文字 C の書体と４分割をかけていると考えられる。
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つまり .Γ. から真ん中で分割して .Γ. の代わりに .G. を書き、.A. の真ん中として .a. を置き
なさい。また同じ様に .B. には別の .h. を、.C. には別の .c. を、.D. には別の .d. を、.E. に
は別の .e. を、.F. には別の .f. を、.G. には別の .g. を、.a. には別の .aa. を、モノコード前
方の真ん中に、最初の部分にみられる文字と同じものがみられるようにしなさい。続い




　     i    ii     iii 　 iiii 　 v  　 vi 　 vii　viii　ixprima　ixsecunda  x 　 xi 　xii　xiii　xiiii　xv
 .Γ.   A.  .B.  .C. 　.D. 　.E. 　.F. 　.G. 　.a. 　.b. 　    .h. 　    .c.　 .d. 　.e.      .f.     .g.　 .aa.
生徒：神様に感謝。よく理解できました。今度は、モノコードがつくり出すものについて説明し
ていただけるのですよね。ところでどういうことか教えてください。規則に従って計測
されたモノコードで、楽音と楽音の間の幅 (spatia) もしくは間隔 (intervalla) が、あると
ころでは大きく、またあるところでは小さくなっていることに気がついたのですが。
[3.]






になることをみつけて驚くでしょう。ちょうど .Γ. から最初の .A.、最初の .A. から２番目
の .B. へとはじめにしたのと同じように。
 第１の９番目 .b. と第２の９番目 .h. は相互に全音も半音も形成しませんが、第１の９
番目 .b. から 8 番目の .a. までは半音が、10 番目の .c. までは全音があります。反対に第２




 .Γ. t .A. t .B. s .C. t .D. t .E. s .F. t .G. t.a. s .b. t .c. t .d. t .e. s .f. t .g. t .aa. 
 .Γ. t .A. t .B. s .C. t .D. t .E. s .F. t .G. t .a. t .h. s .c. t .d. t .e. s .f. t .g. t .aa. 
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つまり「全部からなる」とよばれます。これは先ほど示した通り、最初の .A. から 8 番目
の .a. までのように文字の類似によって明確に識別できます。そして八つの楽音と七つの
間隔、つまり全音五つと半音二つでできています。またディアテッサロンを一つとディ
アペンテを一つ含んでおり、最初の .A. から 4 番目の .D. まではディアテッサロン、4 番










ても同じようにつくられることが確認できます。つまり最初の領域で .Γ. から .A. までは
全音一つ、.B. までは全音と全音、つまり二全音（ditonus)、.C. まではディアテッサロ
ン、.D. まではディアペンテ、.G. まではディアパソンであるのと同様に、二つ目の領域

























間に半音が一つある場合で、5 番目の .E. から 6 番目の .F. までのようなものです。この
音程はいずれのものよりも狭く、このアンティフォナの最初の上昇のようなものです。
12   Cf. Hucbald (Chartier, p. 166, 28) ; Musica enchiriadis, cap. xiv (Schmitt, p. 40-41, l. 19-20).
13   Cf. Hucbald (Chartier, p. 142-145, 7-8).
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Exultate deo (E-F-G-F EF-F)。下降ではこのように行ったり来たりしています。Te deum 
trinum (F ED-EFED E-F)。２番目は二つの楽音の間に全音が一つある場合で、3 番目の .C. か
ら 4 番目の .D. のようなものです。上昇ではこのように。Clamant clamant (CD-D CD-D)。
下降ではこのように。Angelus domini (DC-E-F GF-D-DC)。3 番目は、二つの楽音の間の
差が全音と半音でつくられる場合で、４番目の .D. と６番目の .F. の間のようなもので
す。このように上昇では、Iohannes autem (D-D-F D-DC)。下降ではこのように。In lege 
(F F-DEFED)。4 番目は楽音と楽音の間に全音が二つある場合で、6 番目の .F. から 8 番
目の .a. までのようなものです。上昇ではこのように。Adhuc multa (Fa-cc c-c)。下降では
このように。Ecce Maria (a-F ac-c-c)。5 番目はディアテッサロンからなり、最初の .A. か
ら 4 番目の .D. までのようなものです。このように。Omnes patriarche (AD-D D-EF-
DCDCBAΓ)。下降ではこのようなやり方で。Secundum autem (DA-C-D DE-D)。６番目は、
4 番目の .D. から 8 番目の .a. までのようなディアペンテによるもので、Primum quaerite 
(Dab-a aG-E-F) のようなものです。下降では、7番目の .G.から3番目の .C.までのものです。
このように。Canite tuba (G-C-D Dab-a)。規則に従った楽音の結合は、ほかにはありません。
[6.]




お "modus" をすべての聖歌の八つの旋法 (tonus)、音階 (formulis) の中で順序づけられる
ものの意味で用いることにします 14。それは "tonus" と言うことで、音階の意味の "tonus"
（旋法）なのか、あるいは９分割によってつくられる "tonus" ( 全音 ) のことなのか疑念が
生じないようにするためです。





しまうこともあることすら知らないというのに。つまりこのアンティフォナ O beatum 
pontificem (CDF F-F-FE D-ED-CD-D) のような場合です。最初と最後は第２旋法ですが、« 
O Martine dulcedo (Da a-c-a D-ED-CD-D) » と唱えられるところで楽音が上昇することだ
14   Cf. Musica enchiriadis, cap. VIII (Schmid, p. 13, 2-3) ; C. M. Atkinson, "On the Interpretation of Modi, 
quos abusive tonos dicimus", in: Hermeneutics and Medieval Culture, ed. P.J. Gallacher, H. Damicó, Albany, 
NY., 1989, p. 147-161.
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けで、オド師は細心の注意を払って第１旋法に修正したのです 15。
 同じようにアンティフォナ Domine qui operati sunt でも、このことを仔細に吟味でき
ます。これを第６旋法で多くの人が考えるように .F. の文字からはじめたとすると、« in 
tabernaculo tuo » の中の -na- の音節にある半音のところまでは、その旋法に当てはまら
なくはありません 16。習慣的にそのようにされており、うまく響くので修正する必要はあ
りません。けれども検討してみましょう。









ばなりません。Domine qui operati sunt 　　　ます。Domine qui operati sunt (G-G-
 (c-c-ccaG)。それからまた Alias oves ab   　    GED G G-D-G-Ga GG)。Ammodo dico 








15  ここで言及されているオドは、アレッツォのオド（10 世紀末）のこととされる。『対話』はクリュニー修道
院長オド (878 頃 -942) に帰されることもあったが、現在では否定されている。Cf. M. Huglo, "Auteur", p. 138 
; id., Les tonaires, Paris, 1971, p. 182-185 ; id., "Odo", in : The New Grove Dictionary of Music and Musicians, 
vol. 18, London, 2001, p. 337-339.
16   .F. 音で歌い始めると、-na- の音節のところに理論上は存在しない変ホ音 (Eb) が生じる。それを避ける
ために開始音を .c. 音に移高すると、-na- の音は「第一の 9 番目」、つまり変ロ音 (bb) になり問題を解決で
きる。一方、.G. 音で開始するとヘ音 (.F.) で表記できるが、その場合は第８旋法に変更されることになる。
Cf. Hiley, p. 465-465 ;  Atkinson, Critical Nexus, p. 218. 聖歌写本での実例については Cantus: A Database for 
Latin Ecclesiastical Chant (http://cantus.uwaterloo.ca) などを参照。
17   Cf. C. M. Atkinson, « From 'Vitium' to 'Tonus acquisitus': On the Evolution of the Notational Matrix of 
Medieval Chant », in: International Musicological Society Study Group Cantus Planus. Papers read at the Third 














4 番目の .D. までにディアペンテが一つあり、その同じ 4 番目の .D. から 8 番目の .a. まで
にもう一つある場合、.Γ. から 8 番目 .a. までは楽音が九つになるのです。
生徒：なぜ十なのですか。
教師：ダヴィデの竪琴（psalterium）の威光のため 19、あるいは十の楽音に三つのディアテッサ
ロンがみいだされるためです。つまり .Γ. から 3 番目の .C. にディアテッサロンが一つあり、
３番目の .C. から６番目の .F. にもう一つ、６番目の .F. から第１の９番目 .b. に三つ目が





います。今度は、旋法（tonus) −それをたびたび "modus" とよんでいらっしゃいますが−
とは何か、説明してください。
[8.]






18   Cf. Scolica enchiriadis (Schmitt, p. 90, l. 8-9).
19   Cf. psd-Hieronymus, Epistola ad Dardanum (Hammerstein, p. 127). 
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で聖歌は開始されます。ただし聖歌が 5 番目の楽音 .E. で終えられる場合、第 3 旋法では
それが一つ目の半音にあたるため、5 番目の .E. からディアペンテ一つと半音一つ離れた














20   A. Tribus miraculis は本来記譜されていないが、ここでは本文の理解を助けるため五線譜上に記す。Cf. 






















教師：4 番目の .D.。そこで終えられる旋法が正格プロトゥス、つまり第 1 の「権威 (auctor)」
あるいは「首長 (princeps)」とよばれるものです。５番目の .E.。そこで終わる旋法が正

































 　　　第 1 旋法の音階 (formula): .C. t .D. t .E. s .F. t .G. t .a. s .b. t .c. t .d.
十音音階 (decacordum) をつくりたい人は楽音をもう一つ、２番目の .B. を追加しますが、
そこまで第 1 旋法 (modus) が下降することは普通はありません。
 この旋法の聖歌が開始されるのは、O beatum pontificem (CDF F-F-FE D-ED-CD-D) のよ
うに .C.、またより頻繁に Ecce nomen domini (D-DC F-G FG-a-a) のように .D.−この場合、
開始音と終止音が一致します−、またまれに Gaudete in domino (EC-ECED-CEF F FGa-
a-GaG) のように .E.、Ipsi soli (F-FG GEF-DFEDC) のように .F.、また Canite tuba (G-C-D 
Dab-a) のように .G.、Veniet dominus (a-a-G a-G-E) のように .a. においてです。
[12.]
 第２旋法も同じように終止し、同じく第１の 9 番目 .b. まで上昇しますが、10 番目の .c. あ
るいは 11 番目の .d. に達することはありません。下げられるのは終止音から全音、半音、
全音で最初の .A. までですが、たまに、ごくごくまれにもう一つの全音で .Γ. まで下げられ、
10 音 (chordae decem) になることもあります。つまり
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 　　　第２旋法の音階：.Γ. t .A. t .B. s .C. t .D. t .E. s .F. t .G. t .a. s .b.
 
　第２旋法は .Γ. と最初の .A.、2 番目の .B. をもちますが、これらを第 1 旋法はもちません。
第 1 旋法は 10 番目の .c. と 11 番目の .d. をもちますが、これらを第２旋法はもちません。
中には .Γ. と最初の .A.、2 番目の .B. まで下げられず、また 10 番目の .c. あるいは 11 番目
の .d. まで上げられない聖歌も多く存在します。そうしたものについては第 1 旋法なのか
第２旋法なのか疑念が生じますが、このように判断します。8 番目の .a. と 9 番目の .b. に
上昇することがなければ、確実に第２旋法に属します。8 番目の .a. と 9 番目の .b. はど
ちらにも共通していますが、それらまで聖歌が上昇した時にそこに長く留まったり、３
回か４回それらを反復するならば、あるいは 8 番目の .a. で開始する場合は、第 1 旋法に
なります。またもし低いところで開始し、アンティフォナ全体を通してそれらの楽音ま
で上昇することがほとんどなければ、第２旋法になります。その他の場合は、その音階
(formula) の「歌い出し類型（varietates もしくは differentiae)」に照らし合わせて判断さ
れます 21。
 第２旋法の開始音は、Omnes patriarchae (AD-D D-EF-DC-DCCAΓ) のように .A.、Nonne 
cor nostrum (C-CD DDC F-D)のように .C.、Ecce in nubibus (D-DC D EF-G-FE)のように .D.、




教師：第３旋法は 5 番目の楽音、.E. の文字で終止し、ディアパソン一つ分、上の同じ .e. まで全
音と半音で進みます。つまりまず最初に半音、次いで全音三つ、そして半音と全音二つ
です。下げられるのは終止音から 4 番目の .D. まで、全音一つ分です。このように
    　　第３旋法の音階：.D. t .E. s .F. t .G. t .a. t .h. s .c. t .d. t .e.




 この旋法の開始音は、以下のものです。Quando natus est (E-ED G-ac c) のように .E.、




Nunc scio vere (FFFDGFE G-a achc-h) のように .F.、Multa quidem (G-a Gac-c) のように .G.、
Tertia dies est quod (cc-a-G ah-a G) のように .c.。
[14.]
 第４旋法は低平 (planus) なため、終止音の近くで全音三つを形成することはありませ
ん。そのため第 1 の９番目 .b. を引き受け、10 番目 .c. まで終止音から半音、全音二つ、
次に半音と全音をとりながら上昇します。一方、終止音から全音二つで３番目の .C. ま
で、さらに多くの場合、2 番目の .B. と最初の .A. まで半音と全音を追加して下げられます。
というのは終止音に対して２番目の .B. はディアテッサロン、最初の .A. はディアペンテ
の音程を生み出すからです。こうして全音と半音で進みながら 10 音 (decem voces) が形
成されます。つまり
  第４旋法の音階：.A. t .B. s .C. t .D. t .E. s .F. t .G. t .a. s .b. t .c.
 この旋法の開始音は、Homo erat (C-D F-F) のように .C.、Prope esto (DFE-F F-EFG) のよ
うに .D.、Gaude Maria (E-D F-G-G) のように .E.、Recessit igitur (F-F-F FD-E-E) のように .F.、
O mors (Ga a) のように .G. にみられます。
 第４旋法が第３旋法から識別されるのは、第４旋法が最初の .A.、2 番目の .B.、3 番目
の .C. をもっているのに対し、それらを第３旋法はもっていないからです。また第３旋法
は 11 番目の .d. と 12 番目の .e. をもっていますが、これらを第４旋法はもっていません。
もしこれら第３旋法のものも、第４旋法のものももっていないアンティフォナがある場






ました。さらにより難解な聖歌で、第３旋法に３番目の楽音 .C. を結びつけて十音音階 
(decacordum) がつくられているのをみかけることがあります。しかし極めてまれである













教師：第５旋法は６番目の .F. で終えられ、それの一番上、13 番目に同じ文字 .f. が現れます。６
番目の .F. は第１の 9 番目 .b. に対してディアテッサロンを、第１の 9 番目 .b. は 13 番目
の .f. に対してディアペンテを生み出すため、第５と第６旋法では第１の 9 番目 .b. が有効
です。従って順に全音二つと半音、次いで全音三つ、最後に半音で、八つの楽音になります。
以下のように。
 　　　第５旋法の音階：.F. t .G. t .a. s .b. t .c. t .d. t .e. s .f.
 この旋法の一般的な開始音は、以下の通りです。Haurietis aquas (F-ac-ch-a cd-c) のよ
う に .F.、 ま れ に Non vos relinquam (Ga a ab-a-a) の よ う に .G.、Quinque prudentes (a-F 




 この旋法と共に第 6 旋法は 11 番目の .d. まで進みますが、共通の終止音から半音と全音
二つで 3 番目の .C. まで下げられます。つまり
 　　　第 6 旋法の音階：.C. t .D. t .E. s .F. t .G. t .a. s .b. t .c. t .d.
 第５旋法は 12 番目の .e. と 13 番目の .f. をもちますが、それらを第６旋法はもちません。
一方、第６旋法は 3 番目の .C. と 4 番目の .D.、5 番目の .E. をもちますが、それらを第５




れない場合、もし 10 番目の .c. で開始されるならば、あるいはその楽音もしくは 11 番目
の .d. が全体を通して何度も繰り返されるならば、第５旋法になります。一方、第 1 の９
番目 .b. まで上昇しなければ、第６旋法といわれます。あるいは開始音で識別されること
もあります。つまり第６旋法は、Verbum caro factum est (F-F F-E) のように終止音、もし
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教師：第７旋法は、7 番目の楽音 .G. で終えられます。最高音は 14 番目の .g. であり、終止音と
同じ文字で表されます。これは第 2 の 9 番目 .h. を取るため、終止音の後で全音二つ、次
いで半音、全音二つ、さらに半音と全音一つをもつことになります。一方、終止音から
全音一つ下げられます。つまり 
 　　　第７旋法の音階：.F. t .G. t .a. t .h. s .c. t .d. t .e. s .f. t .g.
 十音音階にしたいと望む場合は、終止音からさらにこれを半音、5 番目の .E. まで下げ
なさい。しかしそれは、あまりみられないでしょう。注意しなければならないのは、も
し第 1 の 9 番目 .b. が認められたとするとすべてに変更が生じてしまうということです。






るものは何もないのですから –、全音と半音 – それらによって他の音程がつくられるの
ですが – の多様な位置が、それぞれ多彩で異なる旋法を構築するのです。従ってたった
一つの楽音を間違い、8 番目の .a. で終えただけで全体が第１旋法になってしまうのです。
というのは終止音から全音、半音、全音二つなどなどをもつと、それらは第１旋法にな
るからです。
 この旋法の開始音は、次の通りです。ほとんど例はみつけられませんが .F.、Assumpta 
est Maria (G-G-G h c-d-e) のように .G.、あまりみられませんがコンムニオDomus mea (a-Ga 
ahchaha-a) のように .a.、Dixit dominus (h-c d-e-d) のように .h.、Benedicta filia (ch-c-dcde-d 
defe-d-c) のように .c.、Sit nomen domini (d h-c de-d-c) のように .d.。
[18.] 
第８旋法は、第７旋法と共に 12 番目の .e. まで進みます。また 3 番目の .C. まで全音と半
音、全音二つで下げられ、十音音階をつくります。つまり
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 　　　第８旋法の音階：.C. t .D. t .E. s .F. t .G. t .a. t .h. s .c. t .d. t .e.
 先ほど述べたように、このような十音音階は三つのディアテッサロンを含んでいませ








なのです。さらに第８旋法が 4 番目の .D. まで下降しながら、第７旋法に属する 13 番目
の .f. を志向し、大胆にも十音音階の規則を再構築しようとする場合もみられますが、めっ
たに許されません。
 この旋法の開始音は、以下の通りです。Dum venerit (CD F-FG-G) のように .C.、
Virgines domini (D-C-D F-FG-G) のように .D.、Hodie Maria (F-FG-G -a-a) のように .F.、
Completi sunt (a-F-FG G) のように .a.、Ecce ancilla domini (c-ch aG-ah-a Ga-G-G) のよう
に .c.。
 第８旋法が第７旋法から区別されるのは、第８旋法が 3 番目の .C.、4 番目の .D.、5 番
目の .E. をもっているのに対し、それらを第７旋法はもっておらず、また第７旋法が 13
番目の .f. と 14 番目の .g. をもっているのに対し、それらを第 8 旋法はもっていないこと
からです。もちろん第８旋法の降下と第７旋法の上昇の間の中域にある聖歌では、他の旋
































 第 2 の９番目 .h. は、２番目の楽音 .B. との類似によりそれに対してディアパソンをつ
くるため、第４旋法の様相を呈しています。10 番目は、３番目との類似によって第６旋









24  ある楽音の前後における全音と半音の配列を四つの終止音のそれと比較し「類似性 (similitudo)」も
しくは「親近性 (affinitas)」「共同性 (societas)」を認める理論。Cf. D. Pesce, The Affinities and Medieval 
Transposition, Bloomington, 1987.
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ら、そうした臣下がいと高き創造主に奉仕するようなことがあたう限りありませんよう
に。とこしえの恩寵である創造主に。アーメン。
